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戦後８０年　次代へつなぐ平和への想い
　宜野湾市の住民の約 27 パーセントが犠牲となった沖縄戦。今年は終戦から８０年であり、また昭和 60 年に「宜野湾市
反核、軍縮を求める平和都市宣言」を行ってから 40年目の節目の年です。
　世界各地では、現在もなお紛争によって多くの人の命がおびやかされており、戦争は遠い昔の記憶ではありません。
　これまでの悲劇を繰り返さないよう、次の世代に平和をつないでいくため、この節目の年にあらためて平和の尊さにつ
いて考えてみませんか。

　宜野湾市の住民の約 27 パーセントが犠牲となった沖縄戦。今年は終戦から８０年であり、また昭和 60 年に「宜野湾市
反核、軍縮を求める平和都市宣言」を行ってから 40年目の節目の年です。
　世界各地では、現在もなお紛争によって多くの人の命がおびやかされており、戦争は遠い昔の記憶ではありません。
　これまでの悲劇を繰り返さないよう、次の世代に平和をつないでいくため、この節目の年にあらためて平和の尊さにつ
いて考えてみませんか。

宜野湾市平和学習に参加して感じたこと
～山陽女学園高等部平和使節団の感想より～

宜野湾市と広島市　つなぐ平和の心
　8月25日に、広島県山陽女学園高等部平和使節団が宜野湾市を訪れ、平
和大使とともに平和学習を行いました。戦時中、地元の人々が避難して
いたフトゥキアブ洞窟（西普天間住宅地区）に特別に入ることができ、
当時の様子を体験し、平和について話し合い考える時間を共有しました。

　草木も生えないといわれた被爆した街広島は見事に復興しましたが、生存している被爆者
は今だ 99,130 人の方が病と闘っています。
　しかし、戦争の恐ろしさを知ってか知らないのか、今なお醜い戦争をしている国があります。
　改めて、未来を担う子供たちに「平和」を学んでほしい。そんな思いから始まった平和学
習の一環として、今回、地上戦を経験した沖縄県宜野湾市を訪れました。
　宜野湾市平和大使の方と触れ合い、語り合い、戦跡を巡りました。初めて知る沖縄、その
地に住んでいる同世代の子供たちとの交流、生徒たちは衝撃を受けるとともに改めて争いの
ない「平和」を学んでくれたことと思います。

山陽女学園高等部平和学習講師　座間味　正彦

・戦時中にこのガマで過ごした人々の恐怖や苦しみを想像すると胸が締め付けられ
　ました。戦争の悲惨さを身近に感じ、平和の大切さを強く考える体験になりました。
・小さい頃から広島で原爆のことを学んできましたが、沖縄に行って地上戦という
　戦争の別の視点から学んでみて、平和についてもっと考えるようになりました。

▲フトゥキアブ洞窟（戦時中の避難壕）見学を終えた平和大使の皆さん

平和

ざまみ まさひこ
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